
総研⼤・学融合共同研究事業
「オーロラと⼈間社会の過去・現在・未来」

• オーロラの世界的な拡⼤が引き起
こす「宇宙災害」
• 宇宙では⼈⼯衛星の故障、地上では
誘導電流による⼤規模停電

• 宇宙災害を軽減する必要性の中で、
⼈⽂系と⾃然科学系の研究者の連
携によって新たな学問分野がつく
れないか実践し考察する
• ⽂理の共通点：そのとき何が本当に
起こっていたのか知りたい

• 事実の追及と美しさの追及



研究体制
• ⽚岡⿓峰 国⽴極地研究所・准教授（宇宙空間物理学、オーロラの研究）
• 藤原康徳 総合研究⼤学院⼤学 複合科学研究科極域科学専攻・博⼠後期課程（流星の研究）
• 中村卓司 総合研究⼤学院⼤学 複合科学研究科極域科学専攻・教授（超⾼層⼤気の研究）

• 寺島恒世 総合研究⼤学院⼤学 ⽂化科学研究科⽇本⽂学専攻・教授（和歌⽂学の研究）
• ⼭本和明 国⽂学研究資料館古典籍共同研究事業センター・特任教授（19世紀⽇本⽂学の研究）
• 岩橋清美 国⽂学研究資料館古典籍共同研究事業センター・特任准教授（⽇本近世史（⽂化史））
• 武居雅⼦ 総合研究⼤学院⼤学 ⽂化科学研究科⽇本⽂学専攻・博⼠後期課程（⾹道の研究）

• 磯部洋明 京都⼤学⼤学院総合⽣存学館・准教授（太陽物理学、太陽活動現象の理論的研究）
• 早川尚志 京都⼤学⼤学院⽂学研究科・博⼠前期課程（東⻄交渉史）
• ⽟澤春史 京都⼤学⼤学院理学研究科・博⼠後期課程（太陽物理学及び科学コミュニケーション）
• 河村聡⼈ 京都⼤学⼤学院理学研究科・博⼠後期課程（太陽圏物理学）

• 宮原ひろ⼦ 武蔵野美術⼤学・准教授（樹⽊年輪を⽤いた太陽活動復元の研究）
• 鈴⽊秀彦 明治⼤学理⼯学部・講師（地球惑星⼤気物理学、主に⼤気発光現象を研究）

⽴川

⽴川

京都

東京



「キャリントン・イベント」
• 1859年9⽉1⽇の英国、
キャリントンが⿊点
スケッチ中（右図）
に「フレア」を発⾒。

• 9⽉2⽇「世界中で」
オーロラが発⽣。
• 実は4⽇前にも。

• 過去200年間で最⼤の
「磁気嵐」が発⽣。
• 「磁⼒計」があるの
で規模がわかる。

• 欧⽶の電信局で⽕花
放電が起こった。

Carrington (1859)

江⼾時代の古典籍に「⾚気」⽬撃例が複数あり



Kimball, 1960
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約150年前のメキシコ湾（緯度20度）で、天頂に達する⾚いオーロラが確認された



明和7年（1770）の巨⼤磁気嵐
• 1770年9⽉17⽇

• ⽇本の古記録の中では、オーロラの記録が最多。
• キャリントン・イベントよりも多い⽬撃例。

• もしかすると史上最⼤の磁気嵐ではないか？という
推測があった。

• 絵図が残っている。詳しい分析がされたことはない

• 1770年9⽉16⽇〜18⽇
• 中国では3⽇連続でオーロラが出現。



所蔵：松阪市郷⼟資料室



『星解』（原⽂）
•七⽉廿⼋⽇夜、北⽅隔⼭左右⼀⾯空中⾚⾊也、
⾒⼈正是⼤⽕也、於⼭北雖在⼤布施⼋升等之
村々⼜久多庄五村⼈家不多、恐是若州⼀国⼤⽕
⽽模於空⾒此矣、倩按若州⼀国⼀度於可焼様、
但若州城下者⼩浜也、⺠多、雖然⼀度可為焼亡
哉、必可有次第遅速、（中略）

•到丑刻⾒之東北間尚盛也、⾚⾊中有同⾊之筋、
譬如⽇没之前浮雲覆空隠⽇、⽇光従雲間洩光、
則顕光筋（後略）



『星解』（現代語訳）
• ７⽉28⽇の夜、北⽅に⼭を隔てて空が⼀⾯に⾚くなった。
まさに⼤⽕事だと思った。⼭の北の⽅には⼤布施（おおふ
せ：現在の京都市左京区花脊⼤布施町）・⼋升（やます：
現在の京都市左京区花脊⼋枡町）そして久多庄（くたの
しょう：現在の京都市左京区の北部で滋賀県との県境あた
り）の５つの村があるが、⼈⼝は多くない。私は、これは、
おそらく若狭国⼀国（現在の敦賀市を除く福井県全域）の
⼤⽕であろうと思い空を⾒た。考えてみれば、若狭⼀国が
⼀度に全焼するはずはないであろう。若狭の城下町である
⼩浜は⼈⼝も多い。しかし⼀度に全焼することがあろうか。
必ず、⽕の⼿の回り⽅には遅いところ速いところがあるは
ずだ。（中略）

• 午前２時頃（正確には午前１時から３時頃）空を⾒ると、
東北の空が今までよりも⾚くなっていた。⾚⾊のなかに⾚
い筋があり、それは、たとえて⾔うならば、⽇没前の雲が
空を覆って太陽を隠したところに、⽇光が雲間から洩れ光
の筋が現れるようだった。（後略）



『⽇記』（東丸神社所蔵）
• （明和七年七⽉）⼀⼆⼗⼋⽇ 晴
• ⼀今⼣⾣刻より北⽅之空中⾚気有之、遠国若狭之
⽅⼤炎⾊可有之旨噂有之候処、亥刻過より弥以甚
紅⾊之雲気北⽅半天銀河之傍ニセまり、中ニ⽩気
直ニ⽴上り幾⼗筋共なく⼦刻過迄同事、忽明忽薄
く⻄⽅東⽅ニ掛り、半天⾚気ニ相成、⾚気之中ニ
星も透⾒、⽩気⼀筋銀河ヲ貫き、丑刻ニ⾄相納、
（中略）

• 社中何も仰望、⾊々論談之処、古来噂も無之天変
可畏と之事⽽已申談也、寅刻ニ⽽晴天、如是相成
也、天変如此、吉事与ハ不被存、⼤旱故之儀也、
然天⽂⽅ニ⽽ハ可承合事

東⽻倉家の



『⽇記』（東丸神社所蔵）
• （明和７年７⽉）⼀⼆⼗⼋⽇晴
• ⼀今⽇、⼣⽅午後６時頃（正確には午後５時から７時の間）北の
空に⾚気が現れた。遠く若狭国（わかさのくに：現在の敦賀市を
除く福井県全域）の⽅が炎ような⾊になっていると噂になってい
た。午後１０頃（正確には９時から１１時の間）を過ぎると、ま
すます⾚くなり、紅⾊の雲が北側の空の半分を覆い銀河にせまり、
⾚気のなかに⽩気がまっすぐに⽴ち上り幾筋もあらわれ、その状
態が午前０時頃（正確には午後１１時から午前１時の間）まで続
いた。⾚気はにわかに明るくなったり、⾊が薄くなったりして、
空の半分（半天）が⾚気に包まれた。⾚気の中には星が透けて⾒
え、⽩気が⼀筋銀河を貫き、午前２時頃（正確には午前１時から
３時の間）には納まった。（中略）

• 神社の⼈々は空を仰ぎ、いろいろ話し合ったが、昔から噂にも聞
かない天変で恐ろしいとだけ⾔っていた。午前４時頃（正確には
午前３時から５時の間）空は晴れて通常に戻った。これが天変の
次第であり、とても吉事とは思えない。⼤旱魃のゆえである。江
⼾幕府の天⽂⽅に問い合わせるべきことである。

東⽻倉家の



天頂オーロラの⾒え⽅＠京都
絵図は、かなり正確だった。Kataoka&Iwahashi, 2017



どちらが⼤きい磁気嵐か？
• 1770年と1859年（キャリントン・イベント）
を⽐べると、唯⼀の違いは、地球の磁場の強さ。
• 1770年のほうが1割ほど磁場が強かった。

•磁場が強い世界では、緯度の低い地域にオーロ
ラを出現させるというのは、かなり困難。
• バリアが強いので、それを突破するエネルギーが余
計に必要。

• 1770年のほうが1割ほど⼤規模な磁気嵐、とい
える。

キャリントン・イベントでも、似たオーロラが、低い緯度で⾒えていた。



歴史上最⼤の磁気嵐を発⾒！
•東⽻倉家の⽇記が鍵となり、「星解」のオー
ロラ絵図の謎が解明され、歴史上最⼤の磁気
嵐だったことが⽰唆された。

•江⼾幕府の天⽂⽅の史料が少ないなか、庶⺠
の天⽂に関する関⼼は⾼く、細かく書き残す
習慣があった。当時の知識⼈である秀尹や⽻
倉信郷が残した記録は、現代の科学の分析に
⼗分耐えうるものだった。

•現在でいうと、アマチュア天⽂家のような⼈
たちのおかげ。250年前の「市⺠科学」ともい
えるのではないか？



オーロラ関係⽇本史料（近世）
からわかったこと
【オーロラ記述のある史料】
〇藩⽇記 藩史
〇町⼈・農⺠の⽇記 村⽅旧記（村の由緒や歴史を記したもの）
【オーロラ史料からわかったこと】
〇江⼾時代の⼈は「オーロラ」・「極光」という認識は持っていな
いため、その表現は、作者（作成者）の教養によって⼤きく異なる。
〇先⾏研究では「⾚気」・「⽩気」と記されると⾔われているが、
「⾚い」、「⽩い」といった単純な表現から「⽩虹」など、様々な
表現が使われている。
〇武⼠層や在村知識⼈は、書物（漢籍等）によって「オーロラ現
象」を学問的に位置づけようとする傾向がある。
〇庶⺠層は、ほとんどの場合、「オーロラ」を「凶兆」とみている
が、⼀部には「吉兆」ととらえたり、うっかり寝てしまい「千載⼀
遇」の機会を逃してしまったと悔やむ者もおり、とても興味深い。

岩橋さんのメモ→ 詳しくは来
年発売の国⽂研ブックレットで



『明⽉記』建仁４年(1204)正⽉１９⽇条

⼗九⽇ 天晴
（中略）
乗燭以後、北并⾉⽅有⾚気、其根ハ如⽉出⽅、⾊⽩明、
其筋遙引、如焼亡遠光、⽩⾊四五所、⾚筋三四筋、⾮雲、
⾮雲間、星宿歟、光聊不陰之中、如此⽩光、⾚光相交、
奇⽽尚可奇、可恐々々

廿⼀⽇ 天晴 ⾵烈
（中略）
乗燭以後、北⾉⽅⼜有⾚気、如隔⼭焼亡、重畳尤可恐、

巨⼤磁気嵐では、何⽇もオーロラが続けて出るのは⾃然なこと。
「何⽇もオーロラが続けて出る記録」で⽇本最古のものは鎌倉時代。



『明⽉記』現代語訳
⼗九⽇ 晴れ
（中略）
1204年2⽉21⽇、晴れ。（中略）燭台に燈をともす頃（⽇が暮れて
から）、北及び東北の⽅向に⾚気が出た。その⾚気の根元のほうは
⽉が出たような形で、⾊は⽩く明るかった。その筋は遠くに続き、
遠くの⽕事の光のようだった。⽩気（⽩いところ）が4、5箇所あり、
⾚い筋が3、4筋出た。それは雲ではなく、雲間の星座でもないよう
だ。光が少しも翳ることのないままに、このような⽩光と⾚光とが
⼊り交じっているのは、不思議な上にも不思議なことだ。恐るべき
ことである。
⼆⼗⼀⽇ 晴れ ⾵が強い
（中略）
1204年2⽉23⽇、晴れ。⾵が強い。（中略）燭台に燈をともす頃
（⽇が暮れてから）、北・東北の⽅向に再び⾚気が現れた。それは
⼭の向こうに起きた⽕事のようだった。重ね重ねとても恐ろしい。

江⼾時代と⽐べても、驚くほど正確（かつ美しい）記述



『御室相承記』建仁4年(1204)正⽉19〜21⽇

『御室相承記』六 後⾼野御室（奈良国⽴⽂化財研究所
編奈良国⽴⽂化財研究所史料第三冊 仁和寺史料 寺誌
編１、奈良国⽴⽂化財研究所、1964年、pp118）

【原⽂】建仁四年正⽉⼗九⽇、戌刻、⾚気、⽩雲交、⾃
戌⽅⾄寅⽅⾒之、廿⽇、同前、⾃寅⽅⾄于⼦⽅、⽩雲無
之、廿⼀⽇、⼜同、孝重云、希代変也云々、御⾼野詣延
引

【現代語訳】建仁４年正⽉１９⽇午後８時頃、⾚気が⽩
雲に混じって⻄北から東北の空にかけて⾒えた。２０⽇
も同じ事がおきた。東北から北に⾄るまで、空には⽩雲
が無かった。２１⽇も同じ。まれに⾒る天変地異であっ
たので、⾼野⼭参詣をとりやめた。



中国で⾁眼⿊点
•宋史天⽂五1088,嘉泰四年正⽉癸未…⽇中皆有黑
⼦⼤如棗。
• 太陽の中にナツメのように⼤きな⿊点があった

•約800年前の同⽇に、中国では巨⼤⿊点が確認
され、⽇本ではオーロラが出ていた。
• もともと私のミス：間違って太陽の欄を調べていた
• キャリントン・イベントと同じだと確信し、まさか
歴史書からこんなことがと驚き、感動しました。

８００年前の国際コラボ…



⽂理融合的な⼀側⾯
•当時は迷信に頼っていた時代、流⾔⾶語の時代

• 「⾚気」は⾒間違いではなく、確かに、⽇本の空に
オーロラが出ていたのだと科学的に明らかになった。

• ありふれた単純な現象ではなくて、当時の社会にお
いても、本当に滅多にない空の異変に、定家を含め
た当時の⼈が⾮常に驚いていたことが確定された。

•前近世の史実を確定したことになる。
• 1204年2⽉21⽇〜2⽉23⽇は、本当に、オーロラが
京都に出ていた。⾒間違いではない。

• 天変地異に関する意識の遷移なども研究できる。



岩波書店「科学」から抜粋（寺島先⽣の記事、2017/9）



岩波書店「科学」から抜粋（寺島先⽣の記事、2017/9）



岩波書店「科学」から抜粋（寺島先⽣の記事、2017/9）



地球電磁気学会

地磁気の軸は数百年で、ぐらぐら動く。オーロラの環も動く。



「オーロラに近かった」京都
幸運の重なり。なんと1200年ごろは歴史上もっとも

そのときに藤原定家という⼈物がいた奇跡

600年頃も、⽇本がオーロラに近い・・・

Kataoka+2017 Space Weather



⽇本書紀巻第⼆⼗⼆推古天皇紀
•廿⼋年秋⼋⽉、掖玖⼈⼆⼝、流來於伊⾖嶋。冬
⼗⽉、以砂礫、葺檜隈陵上。則域外積⼟成⼭。
仍毎⽒科之、建⼤柱於⼟⼭上。時、倭漢坂上直
樹柱勝之太⾼、故時⼈號之⽈⼤柱直也。⼗⼆⽉
庚寅朔、天有⾚氣、⻑⼀丈餘、形似雉尾。是歲、
皇太⼦・嶋⼤⾂共議之、錄天皇記及國記、⾂連
伴造國造百⼋⼗部幷公⺠等本記。

⻄暦620/12/30



まとめ
• 最古の⽇本の天⽂記録が「⾚気」というのは、⽇
本⼈オーロラ研究者として冥利に尽きること

• 千年以上の蓄積がある⽇本の古い記録は、いまの
わたしたちに多くのことを教えてくれる
• 珍しい巨⼤磁気嵐の同定は史実を確定する。藤原定家が
どういう⼈物か理解する上で不可⽋であり、⾃然観や科
学観といった⼈々の意識の変遷を知る上でも重要だろう

• キャリントン級の磁気嵐が100年の間隔を置かず複
数発⽣していたことがわかった。もう150年…
• また必ず起こる。巨⼤隕⽯とは違い、対策できること


